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シミュレーション画面

AEによる金型診断システム

生産段階での環境保全にかかわる取り組みを紹介します。

カシオグループ最先端の製造技術を持つ山形カシオでは、部品を作り始める時に出る試作段階で
の不良品を排除するため設計データを使用し、事前にコンピュータ内で製造をシミュレーション
しています。

金型内の樹脂の流れなどを計算し、実際の製造時に発生し得る問題をあらかじめ予測し、解決し
ます。これによって試作なしでの生産開始を実現。資源のムダ遣いを最小限に抑えています。

また量産段階では、部品を成形する金型の状態を、自社開発した音波解析(AE=Acoustic
Emission)技術を用いてデジタル解析。数万回もの成型を繰り返すうちに金型に生じるわずかな
変形や亀裂を見逃さず検出し、品質に影響が出る前にアラームを発信。不良品の発生を未然に防
ぎます。

不良品の発生率を管理する指標は、従来の「％」単位から「PPM」（1PPM=100万個に１つ）
単位に変更されました。

不良をなくして省資源


